


えひめいやしの南予博 2016 の詳細は、ホームページでご確認ください。
http://www.iyashinonanyo.jp/

い
よ
い
よ
開
幕
！

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６

「
南
予
の
魅
力
満
開
フ
ェ
ス
タ
」
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え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１

６
実
行
委
員
会
は
、南
予
地
域
の
食
、

自
然
、
歴
史
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
を
発
信
す
る
観
光
振
興
イ
ベ

ン
ト「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２

０
１
６
」を
、
３
月
26
日（
土
）か
ら

11
月
20
日（
日
）ま
で
の
約
８
カ
月
間
、

開
催
し
ま
す
。

「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０

１
６
」は
、『
さ
と
に
憩
い
、ひ
と
に

和
む
。え
ひ
め
南
予
の
、い
や
し
旅
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、愛
媛
県

南
予
地
域
を
中
心
と
し
た
５
市
５
町

（
八
幡
浜
市
、
宇
和
島
市
、
大
洲
市
、

伊
予
市
、
西
予
市
、
内
子
町
、
伊
方

町
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、
愛
南
町
）

で
開
催
し
ま
す
。

南
予
の
豊
か
な「
自
然
」「
歴
史
文

化
」を
背
景
に
、
多
彩
な「
食
・
食
文

化
」を
軸
と
し
て
、「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

「
ア
ウ
ト
ド
ア
」「
民
俗
芸
能
」「
町

歩
き
」等
、
２
５
０
を
超
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、「
い

や
し
の
ふ
る
さ
と
」南
予
の
魅
力
を

発
信
し
ま
す
。

そ
の「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博

２
０
１
６
」の
開
幕
を
華
や
か
に
飾

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト「
南
予

の
魅
力
満
開
フ
ェ
ス
タ
」を
八
幡
浜

み
な
っ
と
と
佐
田
岬
は
な
は
な
で
開

催
し
ま
す
。
　

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
八
幡
浜
会
場

で
は
、み
か
ん
畑
と
港
を
バ
ッ
ク
に
、

広
大
な
芝
生
広
場
を
使
っ
て
食
を
中

心
と
し
た
南
予
の
魅
力
を
発
信
す
る

ほ
か
、八
幡
浜
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
井
上
昌
己
さ
ん
や

宇
和
島
を
舞
台
に
し
た
映
画「
海
す

ず
め
」の
主
題
歌
を
歌
う
植
村
花
菜

さ
ん
に
よ
る
開
幕
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

（
入
場
無
料
）

■
日
時
・
会
場

３
月
26
日（
土
）

［
八
幡
浜
会
場
　
八
幡
浜
み
な
っ
と
］

　
午
前
11
時
～
午
後
５
時
　

［
伊
方
会
場
　
佐
田
岬
は
な
は
な
］

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
　

■
内
　
容

●
南
予
博
大
宴
会

・
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

　
南
予
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
食
が
大
集
合

・
南
予
博
市
町
・
道
の
駅
コ
ー
ナ
ー

　
イ
ベ
ン
ト
や
道
の
駅
を
紹
介

　　
こ
の
ほ
か
、自
主
企
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ミ
ニ
体
験
が
で
き
た
り
、愛
媛

の
新
ブ
ラ
ン
ド「
愛
媛
あ
か
ね
和
牛
」

や「
伊
予
の
媛
貴
海（
ひ
め
た
か
み
）」

を
味
わ
え
る
コ
ー
ナ
ー
も
。

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
郷
土
芸
能
の
披
露

和
太
鼓
集
団
雅
組
や
本
場
宇
和
島

■問い合わせ　
えひめいやしの南予博２０１６実行
委員会本部事務局八幡浜事務所（南
予地方局八幡浜支局商工観光室）
２２－４１１１

植村花菜さん 井上昌己さん

：

：
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八幡浜市内で実施される
自主企画プログラム
（南予いやし体験プログラム）

・ＢＯＣＯタワー世界選手権

［（特非）八幡浜元気プロジェクト８８

　プロジェクト］

　かまぼこ板を積み重ねるＢＯＣＯ

　（ボコ）タワー。あなたはどこまで記録

　を伸ばせるか？めざせ！世界新記録！！

・八幡濱港拓 2016

　［八幡濱港拓実行委員会］

・八幡浜ＺＡＫＯ４８総選挙

［八幡浜雑魚出世街道プロジェクト

　委員会］

　　立候補者（魚？）48匹の頂点に立

　つのはいったいどの魚！？１位にな

　るとどうなるのか！？ＺＡＫＯ 48

　から目が離せないっ！

・よみがえるドレスメーカー女学院～アンティークドレス

　ｄｅ優雅なひととき～［ほない女性塾］

・あんな・こんな・真穴の座敷雛［真穴座敷雛保存会］

・大島まるごと食べづくし＆島体験［チーム大島］

　　島でとれた魚や農作物（玉ねぎ

　やジャガイモ等）を使った食事の

　提供や島内観光を行います。

・「伊予の大阪」やわたはま町並みウ

　オッチング

［市民ボランティアガイド八幡濱みてみん會］

・保内町並み散策ガイド［ほないボランティアガイドの会］

・大島さんぽクルージング［大島さんぽ実行委員会］

・夫婦岩再生プロジェクト（仮）［冬桜祭］

　　夫婦岩公園の活気を取り戻す

　ため、「夫婦」という名前に着目

　したイベントを開催します。

・第４回やわたはまＧＯＧＯ！

　三輪車レース

［八幡浜新町商店街振興組合］

・オレンジデーコンサートｉｎみなっと／第４回みかん＆

　ちゃんぽん芝生コンサート with 軽トラ市

［歌うみかん生産者　フレッシュレンジ］

・八幡浜初　親子でつくる本格的創作手打ちちゃんぽん

　体験会

［親子でつくる手打ちちゃんぽん実行委員会］

・さわってみよう！雅楽あそび体験［解雅楽会］

・谷本蒲鉾店　じゃこ天・ちくわ製造体験［㈱谷本蒲鉾店］

※［　］内は事業実施主体

　
市
の
牛
鬼
な
ど
に
よ
る
演
出

・
開
幕
式
典

・
開
幕
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

（
午
後
４
時
～
）

　
井
上
昌
己
さ
ん
と
植
村
花
菜
さ
ん

　
に
よ
る
コ
ラ
ボ
コ
ン
サ
ー
ト

地
域
コ
ア
イ
ベ
ン
ト

「
八
幡
濱
港
町
め
ぐ
り
」

特
色
の
あ
る
素
材
を
テ
ー
マ
に
、

南
予
の
魅
力
や
多
様
性
を
発
信
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
地
域
コ
ア
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
各
市
町
で
展
開
し
ま
す
。

八
幡
浜
市
で
は
、か
つ
て
商
港
と

し
て
栄
え
た
当
時
の
面
影
を
残
す
古

い
町
並
み
や
酒
蔵
巡
り
な
ど
を
組
み

込
ん
だ
コ
ー
ス
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
６
月
～
10
月
　

広
域
コ
ア
イ
ベ
ン
ト

南
予
の
魅
力
を
広
域
的
に
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
、八
幡
浜
市
に
関
連

す
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
な
ん
よ
８
ｄ
ａ
ｙ
ｓ

■
開
催
日
　
４
月
16
日（
土
）、17
日

　（
日
）、
23
日（
土
）、
24
日（
日
）、

　
５
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）、
21

　
日（
土
）、
22
日（
日
）

■
会
　
場
　
南
予
の
愛
媛
マ
ル
ゴ
ト

　
自
転
車
道
６
コ
ー
ス

■
内
　
容
　
多
彩
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
コ
ー
ス
を
ゆ
っ
た
り
と
巡
る
ス
タ

　
ン
プ
ラ
リ
ー
で
す
。8
日
間
に
制

　
覇
し
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
数
に

　
応
じ
て
、抽
選
で
特
産
品
を
進
呈

　
し
ま
す
。

南
予
プ
レ
ミ
ア
ム
ダ
イ
ニ
ン
グ

■
開
催
日
　
10
月
１
日（
土
）

■
会

場
　
シ
ー
ロ
ー
ド
八
幡
浜

■
内

容
　
「
上
質
な
食
と
旅
」
を

　
テ
ー
マ
に
南
予
博
開
催
エ
リ
ア
の

　
各
市
町
で
開
催
し
ま
す
。八
幡
浜

　
市
で
は
、シ
ー
ロ
ー
ド
八
幡
浜
で
、

　
南
仏
リ
ゾ
ー
ト
風
に
雑
魚
を
使
っ

　
た
創
作
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。



　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
に
つ
い
て

八幡浜市制施行 10 周年記念事業

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
手
続
き
は

３
月
31
日（
木
）ま
で
に

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
に
軽
自
動
車
・
バ
イ

ク
・
小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
は
、３
月
31
日（
木
）

ま
で
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
届
出
先

［
バ
イ
ク（
１
２
５
　
以
下
）・
小
型
特
殊
自
動
車
］　

・
廃
車
に
す
る
場
合

　
市
町
村
役
場
ど
こ
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　（
所
有
者
の
印
鑑
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
必
要
で
す
）

・
名
義
変
更
を
行
う
場
合

　
登
録
市
町
村
役
場
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　（
旧
所
有
者
・
新
所
有
者
の
印
鑑
が
必
要
で
す
）

［
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク（
１
２
５
　
を
超
え
る
も
の
）］　
　

　
左
記
で
手
続
き
を
す
る
か
、お
近
く
の
自
動
車
・
バ
イ

　
ク
取
扱
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
軽
自
動
車
の
廃
車
お
よ
び
名
義
変
更
を
行
う
場
合

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
媛
事
務
所

　

０
５
０
ー
３
８
１
６
ー
３
１
２
４

・
バ
イ
ク（
１
２
５
　
を
超
え
る
も
の
）の
廃
車
お
よ
び

　
名
義
変
更
を
行
う
場
合

　
四
国
運
輸
局
　
愛
媛
運
輸
支
局

　

０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
７
６

●
問
い
合
わ
せ
　

　
市
役
所
税
務
課
　
庶
務
係

　

22
ー
３
１
１
１
　
内
線
１
２
０
９
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■
対
象
車
種

原
動
機
付
自
転
車
第
一
種（
50
　
以

　
下
）

■
交
付
枚
数

　
２
種
類
と
も
５
０
０
枚
限
定

■
交
付
開
始
日

　
４
月
１
日（
金
）　
午
前
８
時
30

　
分
～

■
交
付
場
所

市
役
所
税
務
課（
八
幡
浜
庁
舎
）　

■
交
付
方
法

新
規
登
録
時
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
か
従
来
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き

ま
す
。

ま
た
、
既
に
登
録
し
て
い
る
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
１
回

に
限
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
交
換
で
き
ま
す
。

※
原
則
、
番
号
の
指
定
は
で
き
ま
せ

　
ん
が
、３
月
１
日（
火
）～
25
日（
金
）

　
ま
で
希
望
番
号
を
受
け
付
け
ま
す
。

　（
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま

　
す
）

■
持
参
品

［
新
規
登
録
の
場
合
］

　
①
印
鑑（
浸
透
式
不
可
）

　
②
販
売
証
明
書
、防
犯
登
録
、市
区

　
　
町
村
の
廃
車
証
明
の
い
ず
れ
か

［
名
義
変
更
の
場
合
］

　
①
印
鑑（
浸
透
式
不
可
）

　
②
旧
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　
③
譲
渡
証
明
書

　
④
標
識
交
付
証
明
書
な
ど

［
番
号
変
更
の
場
合
］

　
①
印
鑑（
浸
透
式
不
可
）

　
②
旧
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　
③
標
識
交
付
証
明
書
な
ど

■
注
意
点

・
い
ず
れ
の
場
合
も
交
付
手
数
料
は

　
無
料
で
す
。

・
交
換
に
よ
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　
の
番
号
変
更
に
伴
い
、
自
賠
責
保

　
険
等
の
変
更
手
続
き
が
必
要
に
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

　
ご
加
入
の
保
険
会
社
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
税
務
課
　
庶
務
係

　

22
ー
３
１
１
１

　
内
線
１
２
０
９

４４月月１１日日（（金金））かからら原原動動機機付付自自転転車車のの

オオリリジジナナルル

ナナンンババーーププレレーートトをを

交交付付ししまますす
オリジナルナンバープレート（みかん版）

デザイン：松柏中学校１学年　藤堂桜子さん

「このナンバープレートで、たく
さんの人に八幡浜を知ってもら
いたい」と話す藤堂桜子さん

cc

cc

cccc
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オリジナルナンバープレート（さかな版）
デザイン：松柏中学校２学年　大賀優輝さん

３３月月１１日日（（火火））かからら 2255日日（（金金））

ままでで希希望望番番号号をを

受受けけ付付けけまますす

■
応
募
資
格

八
幡
浜
市
に
原
動
機
付
自
転
車
第

一
種(

50
　
以
下)

を
登
録
し
て
い
る

人
ま
た
は
平
成
28
年
５
月
31
日（
火
）

ま
で
に
新
規
で
登
録
す
る
予
定
の
あ

る
人

※
応
募
は
、
１
台
に
つ
き
希
望
番
号

　
一
つ
に
限
り
ま
す
。

■
希
望
番
号

「
み
か
ん
版
」か「
さ
か
な
版
」の
い

ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

［
み
か
ん
版
］

　
Ａ
　
１
～
６
３
２
ま
で

［
さ
か
な
版
］

　
Ｂ
　
１
～
６
３
２
ま
で

※
下
１
桁「
４
」と「
９
」お
よ
び
下
２

　
桁「
42
」は
製
作
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
期
間

　
３
月
１
日（
火
）～
25
日（
金
）必
着

　（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法

次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
受
付（
執
務
時
間
中
の
み
）

　
申
込
書
に
必
要
事
項（
次
項
目
）を

記
入
し
、市
役
所
税
務
課（
八
幡
浜
庁

舎
）ま
た
は
保
内
庁
舎
管
理
課（
保
内

庁
舎
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
役
所
税
務
課
と
保

　
内
庁
舎
管
理
課
に
あ
る
ほ
か
、
市

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
郵
送
受
付

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項（
次
項
目
）を

記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
７
９
６-

８
５
０
１
　

　
八
幡
浜
市
北
浜
１-

１-

１
　
八

　
幡
浜
市
役
所

税
務
課
庶
務
係

宛

※
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
お
よ

　
び
窓
口
で
の
口
頭
に
よ
る
受
付
は

　
行
い
ま
せ
ん
。

■
必
要
事
項

　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

　
希
望
す
る
版
名
・
希
望
番
号(

一
つ)

・

　
新
規
登
録
の
場
合
は
登
録
予
定
年

　
月
日
・
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合

　
は
現
在
所
有
し
て
い
る
車
両
の
標

　
識
番
号

■
公
開
抽
選

　
一
つ
の
番
号
に
応
募
が
複
数
あ
っ

た
場
合
は
、
４
月
初
旬
に
抽
選
を
行

い
ま
す
。（
抽
選
結
果
は
、応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
）

固
定
資
産
が
縦
覧
で
き
ま
す

４
月
１
日（
金
）～
５
月
２
日（
月
）

平
成
27
年
中
に
家
屋
の
新
・
増
築
や
取
り
壊
し
を
さ
れ

た
方
ま
た
は
土
地
や
家
屋
の
売
買
な
ど
で
所
有
権
の
変

わ
っ
た
方
は
、
資
産
が
間
違
い
な
く
登
録
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、
自
己
資
産（
土
地
・
家
屋
）

の
評
価
額
を
他
人
の
資
産
の
評
価
額
と
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
所
有
者
名
・
課
税
標
準
額
は
、
開
示
さ

れ
ま
せ
ん
）

※
趣
旨
を
逸
脱
す
る
目
的
の
場
合
は
、縦
覧
を
お
断
り
す
る

　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日（
金
）～
５
月
２
日（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
場
所

　
市
役
所
税
務
課（
八
幡
浜
庁
舎
２
階
４
番
窓
口
）

※
窓
口
に
お
越
し
の
方
は
、
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

　（
運
転
免
許
証
等
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
の
方
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

　

22
ー
３
１
１
１
　
内
線
１
２
２
４

「八幡浜のイメージである魚をシ
ンプルにかわいくデザインしま
した」と話す大賀優輝さん

cc

：：

希
望
番
号
の
受
け
付
け
に
つ
い
て
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高
齢
者
・
重
度
障
害
者(

児
）外
出
支
援
事
業（
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
・
船
舶
）

平
成
28
年
度
　
外
出
支
援
助
成
券
の

受
付
を
開
始
し
ま
す

市
で
は
、高
齢
者
や
重
度
障
害
者（
児
）の
方
々
が
積
極
的
に
外
出
で
き
る
よ
う
に
交
通
機
関
の
利
用

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
・
船
舶
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
に
か
か
る
費

用
の
う
ち
、
年
間
１
３
，２
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

■
受
付
開
始

　
３
月
16
日（
水
）か
ら
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

■
申
請
書
に
つ
い
て

　
左
記
の
①
・
②
・
③
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
各
地
区
の
民
生
委
員
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
の
申
請
に
は
、

　
民
生
委
員
の
意
見
が
必
要
に
な
り
ま

　
す
。（
申
請
書
の
所
定
の
欄
に
意
見
を

　
記
入
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
）

■
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

①
八
幡
浜
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
高
齢
者
相
談
係

　

24
ー
６
６
２
６
　
内
線
１
１
５

②
市
役
所
社
会
福
祉
課

　
障
害
福
祉
係（
八
幡
浜
庁
舎
１
階
）

　

22
ー
３
１
１
１
　
内
線
１
１
７
２

③
市
役
所
保
内
庁
舎
管
理
課

　
総
合
窓
口
係（
保
内
庁
舎
１
階
）


22
ー
３
１
１
１
　
内
線
２
２
１
２

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

高　齢　者 重度障害者（児）

対
　
象
　
者

八幡浜市内にお住まいの 75 歳以
上の方で、全員が 65 歳以上の方
で構成されている世帯に属する方

八幡浜市内にお住まいで、以下のいず
れかに該当する方
・身体障害者手帳１級の手帳所持者
・身体障害者手帳２級の手帳所持者で、
　下肢、体幹、移動機能障害または視
　覚障害のある方
・療育手帳Ａと判定された方
・精神障害者保健福祉手帳１級・２級
　の手帳所持者

対
　
象
　
外

・介護保険施設に入所している方
・重度障害者（児）外出支援事業
　で助成券の交付を受けている方
・市民税の所得割課税世帯に属す
　る方
・磯津地区在住の高齢者で、市が
　運営する外出支援サービスを利
　用する方

・介護保険施設または障害者施設に入
　所している方
・高齢者外出支援事業で助成券の交付
　を受けている方
・磯津地区在住の障害者（児）で、市
　が運営する外出支援サービスを利用
　する方

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
に
つ
い
て

平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個

人
番
号
）の
利
用
が
始
ま
り
、個
人
番
号
欄

が
あ
る
申
請
・
届
出
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
入
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

申
請
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
や
通
知
カ
ー
ド
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

［
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
と
な
る
主

な
申
請
・
届
出
］

資
格
の
取
得
・
喪
失
等
の
届
出
、被
保
険

者
証
の
再
交
付
申
請
、高
額
療
養
費
・
療
養

費
等
の
支
給
申
請
、限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
の
申
請

■
加
入
・
脱
退
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

就
職
ま
た
は
退
職
な
ど
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
の
切
り
替
え
は
、
14
日
以
内
の
届

出
が
必
要
で
す
。

●
加
入
の
手
続
き

会
社
の
健
康
保
険
等
を
退
職
な
ど
に
よ

り
や
め
た
場
合
や
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
国
保
加
入
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

［
届
出
に
必
要
な
も
の
］

・
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書

・
身
分
証
明
証（
運
転
免
許
証
等
）

・
印
鑑

●
脱
退
の
手
続
き（
代
理
人
で
も
可
）

国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
、
会
社

等
に
就
職
し
て
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た

場
合
や
そ
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
場
合
は
、

国
保
の
資
格
喪
失
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

（
届
出
を
さ
れ
な
い
と
、保
険
税
が
か
か
っ

た
ま
ま
に
な
り
ま
す
）

［
届
出
に
必
要
な
も
の
］

・
新
し
く
で
き
た
健
康
保
険
証（
家
族
全
員

　
分
。
コ
ピ
ー
可
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

※
他
の
保
険
に
加
入
し
た
日
か
ら
、
国
保

　
の
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
他
の

　
保
険
に
加
入
し
た
後
に
、
国
保
の
保
険

　
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、
市

　
が
負
担
し
た
医
療
費
を
請
求
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

　
各
種
手
続
き
は
、市
民
課
国
保
係（
八
幡

浜
庁
舎
１
階
）・
保
内
庁
舎
管
理
課（
保
内

庁
舎
１
階
）・
各
地
区
出
張
所
ま
で
。

※
出
張
所
で
申
請
し
た
場
合
、
保
険
証
の

　
交
付
は
後
日
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
市
民
課
　
国
保
係

　

22
ー
３
１
１
１
　
内
線
１
１
１
３

※高速バスでのご利用はできませんのでご注意ください。
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入院時の「食事療養費」について
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国民健康保険、後期高齢者医療の

入院時食事療養費および生活療養費の負担額が変更になります

入院と在宅療養の負担の公平を図るため、入院時食事療養費および生活療養費の負担額が、次のとおり変更

になります。（平成 28 年 4月 1日からと、平成 30 年 4月 1日からの２段階の変更になります）

なお、住民税非課税世帯の方については、変更ありません。

一般病床等に入院された場合にご負担いただく食事代です。

所得区分 H27 年度末まで H28 年度～ H30 年度～

① 一般、現役並み所得者（②、③以外の方） 1食 260 円 ⇒ 1食 360 円 1食 460 円

②

住民税非課税世帯
(後期、70 歳以上の方の

低所得者Ⅱ )

90 日以内の入院
(過去 12 カ月 )

1食 210 円 ⇒ 変更ありません

91日以上の入院
(過去 12 カ月 )

1食 160 円 ※ 1 ⇒ 変更ありません

③
②のうち、所得が一定基準に満たない世帯
(後期、70 歳以上の方の 低所得者Ⅰ )

1食 100 円 ⇒ 変更ありません

※ 1　減額認定を受けてからの入院日数が 90 日超過後に、別途「長期入院該当」の申請が必要です。
（注）②、③の方で、入院時の食事代の減額適用を受けるには、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の医療機関への提示
　　が必要です。

入院時の「生活療養費（食事代）」について　

療養病床のある医療機関等に入院された場合にご負担いただく食事代です。

居住費については変更ありません。

所得区分 医療区分（診療報酬上の区分） H27 年度末まで H28 年度～ H30 年度～

①
一般、現役並み所得者
（②、③以外の方）

Ⅰ（Ⅱ、Ⅲ以外の方） １食 460円 ※ 1 ⇒ 変更ありません

Ⅱ、Ⅲ １食 260 円 ⇒ 1食 360 円 1食 460 円

②
住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ

Ⅰ（Ⅱ、Ⅲ以外の方） 210 円 ⇒ 変更ありません

Ⅱ、Ⅲ　
210 円

（入院91日以上は
160 円 ※ 2）

⇒ 変更ありません

③
②のうち、所得が一定基準
に満たない世帯
低所得者Ⅰ

Ⅰ（Ⅱ、Ⅲ以外の方） 130 円 ※ 3 ⇒ 変更ありません

Ⅱ、Ⅲ １食 100 円 ⇒ 変更ありません

※ 1　入院される医療機関によっては 420 円になります。
※ 2　減額認定を受けてからの入院日数が 90 日超過後に、別途「長期入院該当」の申請が必要です。
※ 3　老齢福祉年金を受給している場合は 1食 100 円になります。
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PPhhoottoo SSkkeettcchh ―フォトスケッチ― まちの出来事などを紹介します

市内の児童や生徒1,172人が制作
した力作が展示されました。

八幡浜駅伝カーニバル

チームで繋いだタスキと絆
６２５人が八幡浜を駆ける

１月 31 日、冬の風物詩である「八

幡浜駅伝カーニバル」が開催されまし

た。

中学生から一般までの１２５チー

ム６２５人が、八幡浜市役所前をス

タートして、名坂道路から保内、須

田を経由してスポーツセンター前を

ゴールとする５区間12.4キロを走り

ました。

選手たちは、沿道からの声援を受

けながら八幡浜を駆け、次のランナー

へとタスキをつなぎました。

ワールドキッチン八幡浜

「食」を通じて国際交流
海外の郷土料理に挑戦

海外の郷土料理を作り、国際交流

を行う「ワールドキッチン八幡浜」が、

１月 30日、八幡浜市水産物地方卸

売市場（魚市場）であり、約３０人が

参加しました。

参加者は、中国、韓国、インドネ

シアの出身者から、それぞれの国の

郷土料理について手ほどきを受け、

完成後は、初めて食べる異国の料理

を楽しんでいました。

郷土の偉人・産業・文化が題材

児童や生徒の作品約 190 点を
展示「まるごとアート展」

市内の児童や生徒たちが制作した工

作品や絵画を集めた「やわたはままる

ごとアート展」が、１月 30日から２月

11日まで、新町ドームで開催されまし

た。

　会場には、「やわたはま再発見そし

て発展」をテーマとした作品が約１９

０点並び、中には、一つの作品を３０

人で完成させた力作もありました。

楽しくも真剣に料理の説明を
聞く参加者

市民健康マラソン

家族と友人と、
笑顔で爽やかな汗を流す

「八幡浜駅伝カーニバル」の前に開催

された「市民健康マラソン」では、７５２

人がマラソンを楽しみました。

ファミリー・小学生の部では、参加者

が1.3キロのコースをそれぞれのペー

スで楽しんで走ったほか、中学生以上

の部では、2.5 キロのコースを競い合

うように激走する参加者も見られまし

た。

ファミリー・小学生の部で、マラソンを
楽しむ参加者

写真上　開会式で元気よく体操を
　　　　行う参加者
写真下　４区のランナーから笑顔
　　　　でタスキを受け取る最終
　　　 （５区）ランナー
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さまざまな種類のかんきつを並べて紹
介するコーナーもありました。

一次産業の活性化に向けて

愛媛大学ＣＯＣ公開講座
in 八幡浜

一次産業の活性化をテーマにした

愛媛大学の公開講座が、２月 14 日、

八幡浜市で開催され、学生から社会

人まで約５０人が参加しました。

午前中には、八水蒲鉾㈱とオレン

ジベイフーズ㈱で工場見学やワーク

ショップを行い、午後からは、八幡

浜みなっとで、「漁業活性化」と「柑橘

を活用した商品開発」に関する講演が

ありました。

第３８回保内芸能のつどい

大正琴、民謡、舞など
１４団体が芸能を披露

保内地区の芸能団体が日頃の活動の

成果を披露する「保内芸能のつどい」が、

２月 14日、ゆめみかんで開催されま

した。

地域における芸能のよさを知っても

らおうと、１４団体が大正琴、器楽、

民謡、舞、合唱、吟詠などを披露し、

観客から大きな拍手が送られました。

スポーツ少年団体験発表会

活動を通して学んだことを
１７団体が発表

今年、小学校を卒業するスポーツ

少年団員を対象とした体験発表会が、

２月14日、スポーツセンターで開催

されました。

団員からは、それぞれ、少年団活

動を通じて学んだことや見つけたこ

と、また、今後の目標などについて、

堂々とした発表がありました。

オレンジフェスタ 2015

旬のかんきつや特産品を
販売・ＰＲ

八西管内で農林漁業や農村生活を担っ

ている女性が一堂に集い、日頃の活動

の中で開発した特産品の販売等を行う

「オレンジフェスタ2015」が、２月11日、

八幡浜みなっとで開催されました。

お馴染みの「みかん餅」や「鯛めし」な

どの販売のほか、魚や芋の天ぷらの実

演販売などもあり、多くの人でにぎわ

いました。

発表を聞こうと、関係者 150 人が集
まりました。

①八水蒲鉾㈱での工場見学の様子
②オレンジベイフーズ㈱で、できたてのパティ
　を味わう参加者
③公開講座の様子

④講師：愛媛大学南予水産研究センター
　　　　准教授　竹ノ内 徳人 氏
⑤講師：愛媛大学農学部付属食品健康科学研究
　　　　センター センター長 菅原 卓也 氏

おそろいの衣装で、歌を披露する保
内合唱団

①

②

③

④

⑤
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八
幡
浜
市
体
育
協
会

新
規
加
盟
団
体
募
集

八
幡
浜
市
体
育
協
会
で
は
、新
規
に
加
盟
を
希

望
さ
れ
る
競
技
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
加
盟
要
件（
す
べ
て
必
要
）

・
協
会
の
目
的
遂
行
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

　
で
き
、か
つ
、協
会
規
約
、規
程
等
を
遵
守
す
る

　
こ
と
。

・
宗
教
、政
治
、営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
。

・
団
体
構
成
員
が
10
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
他
の
加
盟
団
体
と
重
複
、競
合
し
な
い
こ
と
。

■
加
盟
団
体
の
特
典

　
活
動
助
成
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
お
よ
び
出
場
、公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
等
の
資
格
取
得
に
対
し
、協
会
か
ら
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
競
技
者(

団
体)

は
、規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　


22
ー
３
１
１
１
　
内
線
２
３
６
１

人 権 ・ 同 和 教 育 シ リ ー ズ

「
信
州
発
！
そ
の
あ
と
に
続
く
全
て

の
世
代
の
た
め
に
」の
地
元
大
会
テ
ー

マ
の
も
と
、全
国
人
権
・
同
和
教
育
研

究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
全
体
会
】

「
私
に
と
っ
て
部
落
と
は
～
求
め
て

き
た
も
の
、
そ
し
て
今
～
」と
題
し
た

特
別
報
告
は
、差
別
へ
の
憤
り
を
抑
え
、

静
か
に
語
る
宮
川
綾
さ
ん
の
苦
し
み
を

思
う
と
、
心
が
痛
み
ま
し
た
。

「
私
は
、
部
落
の
こ
と
は
す
ぐ
に
語

れ
ま
す
が
、人
に
語
り
た
く
な
か
っ
た

の
が
、
父
の
こ
と
で
し
た
」

大
嫌
い
だ
っ
た
父
が
、身
内
の
結
婚

差
別
か
ら
母
と
自
分
た
ち
を
守
ろ
う
と
、

必
死
に
生
き
て
き
た
事
実
を
知
っ
た
宮

川
さ
ん
。や
が
て
、彼
女
は
差
別
と
闘
っ

て
き
た
父
と
母
の
強
さ
が
あ
っ
て
、今

の
私
が
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
部
落
出
身
者
と
し
て
生
き
る
こ
と

は
、
厳
し
く
、
重
い
こ
と
で
す
。
け
れ

ど
も
、
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
深
く
、
よ

り
豊
か
な
生
き
方
が
で
き
る
の
だ
と
確

信
し
ま
す
」と
結
ん
だ
言
葉
に
強
い
志

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

【
特
別
部
会
】

斎
藤
洋
一
さ
ん
に
よ
る
信
州
部
落
史

の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

故
郷
の
野
山
の
風
景
を
遠
く
懐
か
し

む
と
い
う
歌
詞
の
唱
歌「
ふ
る
さ
と
」は
、

今
も
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、被
差
別
の
立
場
に
あ
る
人
々

に
と
っ
て
故
郷
は
、差
別
さ
れ
た
思
い

出
ば
か
り
が
よ
み
が
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
あ
の
歌
は
歌
い
た
く
な
い
。
そ
れ

で
も
、父
母
が
眠
る
故
郷
に
は
、深
い

深
い
愛
着
が
あ
る
」と
い
う
言
葉
が
心

に
重
く
残
り
ま
し
た
。

【
分
科
会
】

都
立
南
葛
飾
高
校
定
時
制
卒
業
生
に

よ
る
演
劇「
親
を
知
る
」の
実
践
報
告
を

聴
き
ま
し
た
。

仲
間
と
の
出
会
い
や
親
に
向
き
合
う

こ
と
で
、困
難
を
克
服
し
て
き
た
経
験

を
、今
の
生
徒
た
ち
に
伝
え
た
い
と
結

束
し
た
卒
業
生
た
ち
。後
輩
た
ち
は
格

差
社
会
の
厳
し
さ
に
負
け
な
い
生
き
方

を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

【
最
後
に
】

大
会
二
日
目
の
朝
、八
幡
浜
か
ら
の

報
告
者
、上
田
裕
美
さ
ん
と
食
事
を
共

に
し
ま
し
た
。

前
日
の
発
表
で
は
、ダ
ン
ス
を
通
じ

て
人
と
の
関
わ
り
を
深
め
、前
向
き
に

歩
も
う
と
す
る
上
田
さ
ん
に
対
し
て
、

会
場
か
ら
多
く
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た

そ
う
で
す
。緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
清
々

し
い
顔
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
も
、こ
の
研
修
を
力
に
変
え
、こ

れ
か
ら
の
教
育
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
67
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育

研
究
大
会
に
参
加
し
て

日土小学校
教 頭

菊 池　 正



３月は自殺予防月間です。

一人で悩まず、お気軽に

「心の健康相談」を　

　　 ご利用ください。
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心
の
健
康
相
談

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
、お
元
気
で
す
か
？

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、保
健
師
が
心
の
健
康
相

談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
対
象

八
幡
浜
市
在
住
の
方

■
相
談
方
法

①
電
話

②
家
庭
訪
問

■
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
市
保
健
セ
ン
タ
ー

成
人
保
健
係


24
ー
６
６
２
６

こ
の
制
度
は
、「
市
民
が
考
え
、
市
民

が
主
体
と
な
っ
て
、市
民
の
た
め
に
提
供

す
る
」さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
応
援
す
る
目

的
で
創
設
し
た
も
の
で
す
。

平
成
28
年
度
に
八
幡
浜
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
つ
事
業
を
お
考
え
の
団
体
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
３
月
７
日（
月
）～
４
月
１
日（
金
）

■
受
付
場
所

　
市
役
所
政
策
推
進
課（
八
幡
浜
庁
舎
３

　
階
）　

■
申
込
書
類

　
政
策
推
進
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

※
申
込
方
法
や
申
込
書
類
の
説
明
は
個
別

　
に
行
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　
市
内
に
活
動
の
場
を
有
す
る
市
民
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
団
体
と
し
ま
す
。

①
地
域
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る
非
営
利

　
活
動
法
人
、
地
域
づ
く
り
団
体
、
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
実
行
委
員
会
、
協
議

　
会
等

②
文
化
協
会
、体
育
協
会
等
の
文
化
ス
ポ
ー

　
ツ
団
体

③
地
域
の
自
治
会
、町
内
会
等
の
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
団
体

④
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
農
業
協
同
組

　
合
、
森
林
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
等
の

　
産
業
経
済
団
体

⑤
そ
の
他
、市
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の

■
補
助
対
象
事
業
　

補
助
対
象
と
な
る
事
業
は
、市
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
、か
つ
市
民

の
主
体
的
な
企
画
、運
営
お
よ
び
参
加
が

図
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、新
規
性
を
持
ち

合
わ
せ
た
事
業
で
す
。

※
団
体
の
組
織
自
体
を
維
持
す
る
た
め
に

　
必
要
な
経
常
的
な
運
営
費
に
対
す
る
経

　
費（
事
務
局
費
な
ど
）や
単
な
る
施
設
整

　
備
事
業
、
施
設
の
運
営
、
維
持
管
理
事

　
業
、地
区
住
民
の
交
流
行
事
等
親
睦
会

　
的
な
事
業
な
ど
は
対
象
事
業
と
な
り
ま

　
せ
ん
。

※
入
場
料
、
売
上
金
、
参
加
費
等
当
該
事

　
業
に
係
る
収
入
が
あ
る
場
合
、そ
の
金

　
額
は
差
し
引
き
ま
す
。

■
補
助
率
・
補
助
金
額

　
総
事
業
費
の
う
ち
補
助
対
象
経
費
の
10

分
の
８
以
内
を
補
助
し
ま
す
。（
１
事
業

に
つ
い
て
、原
則
30
万
円
を
上
限
と
し
ま

す
）

※
同
一
事
業
へ
の
複
数
年
度
に
わ
た
る
交

　
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
申
請
方
法

　
受
付
期
間
内
に
、
事
業
計
画
書
、
収
支

予
算
書
等
の
必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
書
類
審
査
を
行
っ
た
後
、
４
月

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
行
い
、

採
択
さ
れ
た
団
体
の
み
補
助
金
交
付
申
請

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
市
役
所
政
策
推
進
課

地
域
づ
く
り
支

　
援
係

　

22
ー
３
１
１
１
　
内
線
１
３
４
８

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金
制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

八
幡
浜
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
が
ん
ば
る
団
体
を
応
援
し
ま
す
！



　

八
幡
浜
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
新
入
団
員

募
集
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「
先
生
、
子
ど
も
の
あ
い
さ
つ
の
声
が

小
さ
い
と
、
元
気
も
出
ん
な
る
な
…
。」

初
め
て
、新
田
神
社
近
く
の
集
合
場
所

に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。辺
り
一
面

に
霜
が
張
り
、吐
く
息
も
真
っ
白
に
な
る

寒
い
朝
の
こ
と
で
し
た
。橋
の
上
に
立
た

れ
た
見
守
り
隊
の
方
が
、ぽ
つ
ん
と
つ
ぶ

や
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
を
、
登
校
班

の
子
ど
も
た
ち
が
、無
言
で
通
り
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。

「
大
き
な
声
で
、あ
い
さ
つ
す
る
ん
で
！
」

そ
う
叫
ん
だ
も
の
の
、子
ど
も
た
ち
の
影

は
、
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
山
の
方
に
目
を
や
る
と
、川
に
架

か
る
幾
つ
か
の
橋
の
上
に
、お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
が
立
た
れ
て
い
ま
し
た
。

暑
い
日
も
寒
い
日
も
、風
の
日
も
雪
の
日

も
…
。
毎
朝
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
を
見

届
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
す
。こ
の

姿
は
、神
越
地
区
の
見
守
り
隊
の
方
々
に

も
重
な
り
ま
す
。集
合
場
所
で
困
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
優
し
く
声
を
か
け
、危

険
な
場
所
で
は
す
ぐ
側
を
歩
き
、全
員
の

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
校
門
を

く
ぐ
る
ま
で
、毎
朝
後
押
し
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
の
で
す
。

言
わ
れ
た
言
葉
を
噛
み
し
め
ま
し
た
。

申
し
訳
な
さ
と
歯
が
ゆ
さ
で
、胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。学
校
の
中
に
い
て

も
分
か
ら
な
か
っ
た
現
実
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、地
域
に
出
向
い
て
生
の
声

を
聴
く
こ
と
、本
物
の
あ
い
さ
つ
が
こ
だ

ま
す
る
学
校
づ
く
り
に
本
気
で
取
り
組
む

こ
と
を
第
一
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま

ず
、
児
童
会
に
よ
る「
あ
い
さ
つ
集

会
」を
行
い
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
よ
い

あ
い
さ
つ
、悪
い
あ
い
さ
つ
を
寸
劇
で
紹

介
し
、
登
校
班
ご
と
に
分
か
れ
て
、
地
域

の
方
役
の
先
生
に
元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、青
石
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
あ
い
さ
つ
の
日
」を
毎
月
六
日
と
決

め
、生
徒
会
・
児
童
会
が
地
域
に
出
向
い

て
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

二
月
の
全
校
共
通
目
標
は
、「
校
門
に

入
る
と
き
、校
舎
ま
で
聞
こ
え
る
声
で
あ

い
さ
つ
す
る
」で
し
た
。
学
級
ご
と
に
、

毎
日
終
わ
り
の
会
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
振
り

返
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。校
内
は
も
と
よ

り
地
域
で
の
あ
い
さ
つ
も
よ
く
な
っ
て
き

た
か
な
と
い
う
声
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き

ま
し
た
。

本
校
で
は
、二
月
二
十
三
日
の
本
年
度

最
後
の
参
観
日
に
、「
あ
り
が
と
う
集
会
」

を
行
い
ま
す
。
こ
の
集
会
の
ね
ら
い
は
、

絵
画
や
俳
句
、詩
吟
等
の
教
育
活
動
や
見

守
り
・
公
民
館
活
動
等
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
々
を
ご
招
待
し
て
、感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。

参
観
日
に
実
施
す
る
こ
と
で
、子
ど
も

た
ち
が
、地
域
の
方
々
か
ら
ど
れ
ほ
ど
愛

さ
れ
、ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、

と
も
に
考
え
、と
も
に
感
謝
す
る
時
間
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
に

守
ら
れ
て

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
の
手
で

喜須来

小学校

八
幡
浜
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、新
入
団
員

を
募
集
し
ま
す
。

次
の
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
小
・
中
学
生

は
、こ
の
機
会
に
体
験
入
団
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

新
入
団
員
募
集
中

　
■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
■
剣
道

　
■
柔
道

　
■
サ
ッ
カ
ー

　
■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
■
陸
上
競
技

問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課


22
ー
３
１
１
１
　
内
線
２
３
６
２

一緒に強くなろう！

地域の方が、毎朝、子どもたちの登校を見届
けてくださっています。
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地区別 火 災 救 急

八 幡 浜 地 区 ０ １２５

保 内 地 区 １ ２９

合 計 １ １５４

平成28年１月１日～平成28年１月31日

八幡浜市の火災・救急概況

八幡浜地区消防署

本　署　２２ -０１１９　　第二分署　３６ - ３１１９
総務課　２４ -０１１９　　予 防 課　２３ - ０１１９

■ 救急病院情報・身近なＡＥＤ設置場所・住宅用火災警報器

その他の情報は八幡浜地区消防Web

サイトをご覧ください。

http://fd-yawatahama-ehime.jp/index.php
モバイル版
Webサイト

春
季

◆貸与金額

年額 60 万円（６月、９月、１２月

　および３月に15万円を金融機関の

　口座に振り込みます）

◆返還の免除

養成施設を卒業し、貸与期間と同

　じ期間を当院の看護師として勤務

　した場合は、全額免除されます。

◆対象者

看護師の養成施設に在学中の方

◆申込期間

随時

◆提出書類

①看護師修学資金貸与申請書

②誓約書

③看護師修学資金貸与者推薦書

◆修学資金の返還を求めるとき

①養成施設を退学したとき

②修学を継続する見込みがなくなっ

　　たとき

③学業が著しく不良になったと認

　　められるとき

④修学資金の貸与を辞退したとき

⑤養成施設を卒業した日から１年

　　を経過する日までに看護師の免

　許を取得しなかったとき

⑥看護師の免許を取得した後、直

　　ちに当院に看護師として採用さ

　　れなかったとき

⑦当院において看護師の業務に貸

　　与相当期間従事しなかったとき

●提出先・問い合わせ

〒 796-8502

愛媛県八幡浜市大平 1-638 　

　市立八幡浜総合病院事務局庶務係

　（本館１階）

　 ０８９４－２２－３２１１

　 （内線３１０４）

FAX ０８９４－２４－２５６３

　 siritubyoin@city.yawataha

　　 ma.ehime.jp

市立八幡浜総合病院の修学資金貸与制度
市立八幡浜総合病院では、看護師の養成施設に在籍する学生で、卒業後、当院におい

て看護師の業務に従事を希望する学生に対し、修学資金を貸与することにより、修学

を支援しています。

全
国
火
災
予
防
運
動

期
間
　
３
月
１
日
～
７
日

　無防備な
　　心に火災が
　　　かくれんぼ
平成 27年度全国統一防火標語

住
宅
防
火

　
命
を
守
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

　
　
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

　
　
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

八幡浜市消防出初式
　日　時　３月 13 日（日）９：30 ～
　場　所　保内中学校グラウンド
　　　（雨天時　保内中学校体育館 10：00 ～）
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３月の開館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

○‐市民図書館休館日
●‐保内図書館休館日

ＣＡＴＶ
図書館案内

※放送時間 １８：３０ ・ ２１：３０（再）
※翌 日 １：００（再）・ ５：００（再）・ ７：００（再）

１２：３０（再）・１５：００（再）

※ 上記以外の資料も、ホームページから検索できます。

書　　　名 著　者　名

市
　
民
　
図
　
書
　
館

一
　
般
　
書

「脳疲労」社会
免疫が挑むがんと難病
坂の途中の家
４７都道府県・温泉百科
たんぽぽ団地
はだれ雪
当確師
真田丸　前編
コンビニ夢物語
掟上今日子の退職願

徳永　雄一郎
岸本　忠三
角田　光代
山村　順次
重松　清
葉室　麟
真山　仁
ＮＨＫ出版
姫井　由美子
西尾　維新

児
　
童
　
書

ドラえもんふしぎのヒストリー
はたらくじどう車
はたらく船大図鑑
エイプリルと魔法のおくりもの
錦織　圭
にっぽんしょうがっこう
よくわかる少年法
１０分で読めるノーベル賞をとったえらい人
ちいさなプリンセスソフィア（アニメ絵本）
十二支のはじまり

藤子・Ｆ・不二雄
元浦　年康
池田　良穂
あんびる　やすこ
本郷　陽二
のぶみ
後藤　弘子
ノーベル賞受賞者研究会
ＫＡＤＯＫＡＷＡ
いもと　ようこ

書　　　名 著　者　名

保
　
内
　
図
　
書
　
館

一
　
般
　
書

異類婚姻譚
お伊勢まいり（新・御宿かわせみ 6）
ムーンナイト・ダイバー　
何がいいかなんて終わってみないとわかりません。
一○三歳、ひとりで生きる作法　
天皇陛下の私生活
秘密の地下世界
バスボムレシピ
キャラクターのちぎりパンレシピ
ＤＩＹでつくるカフェ風インテリア

本谷　有希子
平岩　弓枝
天童　荒太
ミゾイ　キクコ
篠田　桃紅
米窪　明美
ナショナルジオグラフィック
ｕｍｉ
主婦の友社
ミハイル・エリザーロフ

児
　
童
　
書

ありがとうエバせんせい
モリくんのいちごカー
モンスター・ムシューとめんどり
にっぽんのおやつ
ジオパークへ行こう！
生きものビックリ食事のじかん
試合で勝てる！小学生のソフトボール上達のコツ
ショコラとコロンおかしの家のいたずらクッキー
海色のＡＮＧＥＬ　２
ウォーリーと 16 人のギャング

マンディ・スタンレイ
かんべ　あやこ
おぼ　まこと
白央　篤司
林　信太郎
ジェンキンズ
谷本　正美
ふくざわ　ゆみこ
池田　美代子
リチャード・ケネディ

八幡浜市立市民図書館　 22-0917
八幡浜市立保内図書館　 36-3050
― 開 館 時 間 ― 10:00 ～ 18:30 図書館だより

移動図書館車巡回予定
巡回日 場　　　所 時　　間

３月
12日
（土）

勘定自治公民館前

市営緑ヶ丘団地前

川之内消防倉庫前

新開町住宅

木多町住宅

千丈地区公民館前

10：20～10：50

11：00～11：30

13：20～13：50

14：00～14：30

14：40～15：10

15：20～16：00

19 日
（土）

磯津地区公民館

川舞バス停前

布喜川集会所前

日の浦団地集会所前

双岩地区公民館前

中津川自治公民館

10：30～11：10

13：20～13：50

14：00～14：30

14：40～15：10

15：20～15：50

16：10～16：50

26 日
（土）

日土農協前

出奥多目的集会所前

穴井ちびっこ広場遊園地

小網代バス停横広場

ＪＡにしうわ真穴共選横

川名津消防倉庫前

舌田地区公民館前

10：20～10：50

11：00～11：30

13：40～14：10

14：20～14：50

15：00～15：30

15：40～16：20

16：30～17：00

新 刊 案 内

日　時　３月 18 日（金）13：30 ～ 15：30

場　所　市民図書館　２階　視聴覚室

内　容　読み聞かせに関する指導・推進

講　師　砥部まほうのつえ／おはなし☆グミ

　　　　吉岡泰子　氏

定　員　 30 人（先着順）

申し込み・問い合わせ　

市民図書館　

２２－０９１７

日　時 毎週土曜日11：00～（30分程度）
場　所 市民図書館 １階　幼児ルーム

対象者 乳幼児親子
内　容 絵本の読み聞かせ、紙芝居、手
　 遊び、パネルシアター、ペープ
　 サートなど
演じ者 市民図書館あいうえおはなし
　 会ボランティアグループ
※事前の申し込みは必要ありません。
　お気軽にお越しください。

あいうえおはなし会 ゆめいろぽけっとおはなし会

日　時 ３月 16 日（水）10：30 ～
（30 分程度）

場　所 保内図書館 おはなしコーナー
対象者 未就園児親子
内　容 絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊
　 び、パネルシアター、ペープサー
　 トなど

※事前の申し込みは必要ありません。

　手作りのおみやげを用意してお待ちして

　います。

おはなしボランティア養成講座
（参加無料）



日土小学校の校舎は、ドコモモ 20選、国重
要文化財に指定されている文化的に貴重な建
物です。

■日時　３月 27 日（日）　 9：00～ 16：00

■場所　日土小学校

※時間内は自由に見学できます。（校長室、職員室、保健室等は

　立ち入りを制限します）

※駐車場に限りがありますので、なるべく乗りあわせてご来場く

　ださい。

日土小学校校舎見学会

■問い合わせ　市教育委員会生涯学習課
　　　　　　　文化振興係　３６－３０４０

■日時　３月６日（日）　 12：30 ～ 16：00

■会場　ゆめみかん　サブホール

※ＪＲ八幡浜駅から送迎バスを運行します。

　（行き）9：10 発　八幡浜駅⇒銀座ローソン前⇒

　　　　　　　　　八幡浜庁舎⇒ゆめみかん

　（帰り）16：00 発　ゆめみかん⇒八幡浜庁舎⇒

　　　　　　　　　銀座ローソン前⇒八幡浜駅

※乗車人数に限りがあります。

■当日句受付　 9：30 ～ 11：00

※未発表当季雑詠作品２句（欠席投句不可）

■投句料　 500 円

■記念講演　「富澤赤黄男の俳句」　

　　　　　　講師：宇多喜代子先生

　　　　　　　　（現代俳句協会特別顧問）

■問い合わせ　市教育委員会生涯学習課
　　　　　　　文化振興係　３６－３０４０

第 31 回 富澤赤黄男

顕彰俳句大会

３月のロビー展ゆめみかん
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■保内写真教室作品展 ［３月８日（火）～３月 17日（木）］

感性を大事にした写真の力作です。身近な題材をテーマにした作品をご鑑賞くだ

さい。

富澤赤黄男（1902 ～ 1962）
西宇和郡川之石村（現：八幡浜市保内町川之石）に

生まれる。本名　正三（しょうぞう）。県立宇和島中
学、早稲田第二高等学院、早稲田大学政経学部を卒

業。1930（昭和５）年、郷里、川之石に帰り、第二十九
銀行に勤める。そのかたわら俳句同好会「美名瀬吟
社」に参加。1935（昭和 10）年創刊の俳誌「旗艦」に、無
季俳句への進展と完成を目指して新鮮な作品を発
表。俳誌「太陽系」「詩歌殿」により、ひたむきに俳句
の"純粋孤独 "を追求し、新興俳句運動の第一人者

となった。1941（昭和 16）年、過去の作品を集めて処
女句集『天の狼』を刊行。ほかに『蛇の声』1952（昭和
27）年、『黙示』1961（昭和 36）年がある。1962（昭和
37）年 3月 7 日、60 才で永眠。

問い合わせ ゆめみかん ３６－３０４０

■ねんどフラワー遊花展 ［３月19日（土）～４月８日（金）］

一年を通して作った力作です。それぞれの個性あふれる作品をご覧ください。



八幡浜市民スポーツセンター事務所 ２２ー３１１０　プール ２７ー０５７１

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

事前申込が必要です。（プールまで）

楽スポＧＯやわたはま共催企画♪

とにかくクロール教えます♪

３３歳歳かからら１１２２歳歳のの泳泳力力にに

合合わわせせたたククララスス指指導導！！

日 時 ３月１２日 (土 )
　　　　１０：００～１０：５０

参加費 １００円（遊泳料のみ）
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■アンコール子ども映画会

日　時 ３月 26 日（土） 10:00 ～

場　所 文化センター 視聴覚室

対　象 小学生、幼児とその保護者

○問い合わせ　視聴覚ライブラリー ２４ー１８２２

■食べ物教室　３回目

日　時 ３月８日（火） 10:30 ～ 11：30

場　所 児童センター
対　象 くま・うさぎコース親子　 20 組

持ち物　子ども用のスプーン・お箸

申し込み 受付中♪

■お誕生会に参加しませんか

日　時 ３月 15 日（火） 10：40 ～ 11：40

場　所 若草エンゼル広場

■おはなし広場

日　時 ３月 16 日（水） 11：30 ～ 12：00

場　所 若草エンゼル広場

※詳しくは若草エンゼル広場と保内図書館に置いてある

　情報誌をご覧ください。

○問い合わせ　若草エンゼル広場 ３７ー３７９９

○問い合わせ　子育て支援センター　２２ー５７３０

■子育て支援センター　おわかれ会

日　時 ３月９日（水） 10：00 ～ 12：00

場　所 児童センター

対　象 ４月から保育所・幼稚園に入る幼児と

　　　　　その保護者
申し込み 受付中♪

春休み短期水泳教室!!
学校行事も心配なしの

時間設定♪

日 時 ３月３０日（水）・３１日（木）
　　　　１４：００～１５：００
　　　　４月１日（金）・２日（土）
　　　　８：４５～９：４５

参加費 ４，１９０円（４回）　

事前申込が必要です。（プールまで）

泳ぎの基本クロールを体験！
* 顔つけできなくても手回し
* 呼吸が苦手な子はドリル練習
* 綺麗なフォームを目指そう
* 距離をのばそう

■クラブ「プラ板キーホルダー作り」

日 時 ３月 12 日（土） 14：00 ～ 15:00

場 所 児童センター

対 象 小学生

■クッキング　ホットケーキ作り

日 時 ３月 29 日（火） 14：00 ～ 15：00

場 所 児童センター

対 象 小学生 18 人

持ち物　エプロン・三角巾・水筒

申し込み　３月１日（火） 10：00 ～

○問い合わせ　児童センター ２２ー５１７１



○問い合わせ　市役所建設課
　　　　　　　２２-３１１１　内線２２２８

YOUNG EXPRESS
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ヤング
エクスプレス
今月の若者

岡
おか

俊
とし

行
ゆき

さん

（23 歳 /保内町須川）

☆性格

　自己中、優柔不断

☆趣味

　特になし

☆理想のタイプ

　優しい人

☆今、夢中になっていること

　ゲーム

☆将来の夢

　未定

☆八幡浜の良い・好きなところ　

自然が豊かなところ
地元の人たちの付き合いが良好なところ

☆八幡浜の良くないところ

催し物があるときに、都会よりも人が少ない
　ところ

☆八幡浜をもっと良くするためには？

　自然を残しながらも、交通インフラ等の近代
　化を進める

☆そのためにアナタができる（やってみたい）
　ことは？

仕事を頑張ること！

☆ちょっと一言

　老若男女がストレスに悩まされない " まち "

　になってほしいです。
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美
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◎
年
の
暮
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院
の
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岩
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蜜
柑
鈴
生
り
遠
く
に
船
の
航
く

大
城
　
敦
子

　
◎
地
滑
り
の
跡
に
植
ゑ
た
る
桧
苗

　
　
し
ば
し
見
上
げ
て
下
枝
を
切
る

井
上
　
友
子

市　民　文　芸

市民スポーツパークのフラワーゾーンで、
「菜の花」が見ごろの季節となりました♪

家家族族ででおお花花見見にに来来まませせんんかか♪♪



　

太神楽
だいかぐら

曲芸師

豊来家
ほうらいや

大治朗
だいじろう

氏

落語家・僧侶

露
つゆ

の団姫
まるこ

氏

●
中
間
支
援
講
座

　「
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
講
座
」

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ（
資
金
調
達
）

の
基
礎
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
企
業
の
協
働

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
日
時
／
３
月
５
日（
土
）午
後
１
時

　
30
分
～
４
時

▽
場
所
／
八
幡
浜
み
な
っ
と
　
み
な

　
と
交
流
館

▽
講
師
／
地
域
福
祉
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

　
ジ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｃ
Ｆ
）　

　
代
表
　
久
津
摩
和
弘
　
氏

▽
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
み
な
っ
と

み
な
と
交
流
館

　

21
ー
３
７
１
０

　●
八
幡
浜
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

　
く
り
推
進
講
演
会

男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、思

い
や
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
／
３
月
12
日（
土
）午
後
１
時
～

　
２
時
30
分

▽
場
所
／
ゆ
め
み
か
ん

サ
ブ
ホ
ー
ル

▽
演
題
／
女
ら
し
く
な
く

男
ら
し

　
く
な
く

自
分
ら
し
く

▽
講
師

▽
入
場
料
／
３
０
０
円

▽
前
売
券
販
売
所
／
市
役
所
政
策
推

　
進
課
・
保
内
庁
舎
管
理
課

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　
事
務
局（
市
役
所
政
策
推
進
課
内
）

　

22
ー
３
１
１
１

内
線
１
３
４
８

●
オ
チ
ャ
ッ
プ
Ｖ
ｏ
ｌ

８「
八
幡
浜
の

　
未
来
へ
語
る
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
会
議
」

地
域
活
動
の
情
報
を
若
い
世
代
に

伝
え
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
／
３
月
19
日（
土
）午
後
１
時

　
30
分
～
３
時

▽
場
所
／
八
幡
浜
高
等
学
校（
本
館
前

　
に
て
受
付
）

▽
定
員
／
20
人

※
終
了
後
、Ｊ
Ｒ
八
幡
浜
駅
に
て
観
光

　
列
車
の
お
見
送
り
を
行
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
み
な
っ
と

み
な
と
交
流
館

　

21
ー
３
７
１
０

●
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

在
住
外
国
人
の
方
と
立
食
形
式
で

交
流
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
／
３
月
21
日（
月
・
祝
）午
前
11

　
時
～
午
後
１
時

▽
場
所
／
ゆ
め
み
か
ん

研
修
室

▽
会
費

　
国
際
交
流
協
会
会
員
　
５
０
０
円

　
一
般
　
　
　
　
　
　
１
，０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
半
額
で
す
。

※
外
国
人
は
無
料
で
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　（
市
役
所
政
策
推
進
課
内
）

　

22
ー
３
１
１
１

内
線
１
３
４
５

●
写
真
展（
八
幡
浜
み
な
っ
と
）

八
幡
浜
み
な
っ
と
の
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。

「
栄
光
の
八
幡
浜
魚
市
場
」写
真
展

▽
期
間
／
３
月
５
日（
土
）～
12
日（
土
）

▽
内
容
／
魚
市
場
で
働
く
人
た
ち
を

　
撮
り
続
け
て
き
た
大
政
弘
典
さ
ん

　（
二
科
会
会
員
）の
作
品
を
１
０
０

　
点
以
上
展
示
し
ま
す
。

［
海
浜
の
環
境
保
全
等
の
写
真
展
示
］

▽
期
間
／
３
月
19
日（
土
）～
24
日（
木
）

▽
内
容
／
海
浜
の
環
境
保
全
や
自
然

　
美
に
関
す
る
八
幡
浜
の
写
真
を
展

　
示
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
み
な
っ
と

み
な
と
交
流
館


21
ー
３
７
１
０

●
真
穴
の
座
敷
雛

真
穴
地
区
で
は
、長
女
の
初
節
句
を

『
座
敷
雛
』で
お
祝
い
し
ま
す
。

そ
の
華
麗
さ
は
、古
い
時
代
の
宮
廷

の
園
遊
会
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

▽
日
時
／
４
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
10
時
頃
ま
で

▽
場
所
／
真
穴
地
区（
２
軒
）

▽
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
市
観
光
物
産
協
会
事
務
局

　（
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

　

22
ー
３
１
１
１

内
線
１
４
４
２

●
八
幡
浜
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変

　
更
に
つ
い
て
の
説
明
・
意
見
陳
述
会

市
で
は
、交
通
利
便
性
の
高
い
地
域

に
適
正
規
模
の
地
場
産
業
を
誘
導
す

る
土
地
利
用
の
展
開
を
図
り
、地
域
の

活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、保
内
Ｉ
Ｃ

周
辺
の
用
途
地
域
を
変
更
す
る
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
伺
い
す
る
た
め
、次
の
と
お
り
、説

明
・
意
見
陳
情
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
／
３
月
15
日（
火
）午
後
７
時
～

▽
場
所
／
ゆ
め
み
か
ん

研
修
室

▽
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
建
設
課

　

22
ー
３
１
１
１

内
線
２
２
１
５

●
選
挙
権
に
つ
い
て
　
～
住
民
票
の

　
住
所
に
住
ん
で
い
な
い
場
合
は
、

　
投
票
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
～

八
幡
浜
市
に
住
民
票
が
あ
っ
て
も
、

市
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、選
挙

の
際
に
入
場
券
が
届
い
た
と
し
て
も
、

実
際
に
居
住
し
て
い
な
い
こ
と
が
判

明
す
る
と
、八
幡
浜
市
で
は
投
票
が
で

き
ま
せ
ん
。

ま
た
、居
住
地
で
も
住
民
登
録
が
な

い
た
め
、投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、現
在
居
住
し
て
い
る
住

所
に
住
民
票
を
異
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

22
ー
３
１
１
１

　
内
線
１
３
１
３

●
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

市
で
は
、経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
な
家
庭
に
対
し
て
、学
用
品
費
、

校
外
活
動
費
、給
食
費
な
ど
を
援
助
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
子
さ
ん
の
通
っ
て
い
る

小
学
校
・
中
学
校
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

各
小
学
校
・
中
学
校
　
ま
た
は
、

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

22
ー
３
１
１
１

内
線
２
３
５
３

Vol.132 広報 やわたはま 18

今月の
主な行事 ＆

お知らせ　

March ３月

催 し

お知らせ

文
化
で
交
流

食
で
交
流

（写真は昨年の様子）

（写真は昨年の様子）

.
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●
浜
っ
子
の
ど
自
慢
大
会

　
出
場
者
募
集

４
月
３
日（
日
）の「
八
幡
浜
さ
く
ら

祭
り
　

保
内
中
学
校
」の
企
画
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る「
浜
っ
子
の
ど
自
慢
大
会
」

の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

豪
華
賞
品
獲
得
を
目
指
し
て
、い
ざ
、

エ
ン
ト
リ
ー
を
！

▽
募
集
人
数
／
20
組（
予
定
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
応
募
資
格

・
18
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

・
プ
ロ
の
歌
手
と
し
て
活
動
し
て
い

　
な
い
人
　
な
ど

▽
応
募
方
法
／
お
名
前
、年
齢
、性
別
、

　
学
校
名
、住
所
、電
話
番
号
、歌
う
曲
、

　
歌
手
名
、Ｐ
Ｒ
文
、保
護
者
の
同
意

　
等
を
記
載
し
て
、左
記
ま
で
ご
応
募

　
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。（
専
用
の
申
込
用
紙

　
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

▽
応
募
期
限
／
３
月
18
日（
金
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
商
工
観
光
課

　

22
ー
３
１
１
１

内
線
１
４
４
２

●
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院

　
嘱
託
看
護
師
募
集

▽
応
募
資
格

　
正
看
護
師
・
准
看
護
師

▽
勤
務
条
件

　
①
勤
務
場
所

　
　
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院

　
②
勤
務
体
制

　
　
３
交
代
制（
看
護
基
準
10

１
）

　
③
勤
務
時
間

　
　
完
全
週
休
２
日
制
・
７
時
間
45

　
　
分
勤
務（
休
憩
１
時
間
）

　
・
日
　
勤
／
８

30
～
17

15

　
・
準
夜
勤
／
16

30
～
１

15

　
・
深
夜
勤
／
０

30
～
９

15

▽
給
与
等

　
①
給
料
／
月
額
１
６
１
，５
０
０
円

～
２
６
０
，３
０
０
円

　
※
経
験
年
数
等
に
応
じ
ま
す
。

　
②
諸
手
当
　

　
・
通
勤
手
当

（
最
高
３
１
，６
０
０
円
）

　
・
夜
間
勤
務
手
当

（
準
夜
２
，９
０
０
円
）

（
深
夜
３
，３
０
０
円
）

　
・
時
間
外
勤
務
手
当

③
賞
与
／
年
２
回
・
２
カ
月
分

▽
休
暇
等

　
①
有
給
休
暇
／
年
12
日

　
②
そ
の
他
／
夏
季
休
暇
３
日
、年
末

　
　
年
始
休
暇
６
日
等

▽
福
利
厚
生

　
①
社
会
保
険
／
健
康
保
険
、厚
生
年

　
　
金
保
険
、雇
用
保
険

　
②
被
服
／
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
貸
与

　
　
し
ま
す
。

▽
必
要
書
類

　
・
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
）

　
・
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免
許

　
　
証
の
写
し

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
７
９
６-

８
５
０
２
　
八
幡
浜

　
市
大
平
１-

６
３
８

　
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
事
務
局
庶

　
務
係（
本
館
１
階
）

　

22
ー
３
２
１
１

内
線
３
１
０
４

無 料 相 談 日 程 表
市 役 所　２２－３１１１

■行政相談（総務省）

日時 ３月 10 日（木）午後 1 時 30 分～ 3時 30分

場所 八幡浜庁舎 2 階生活相談コーナー

日時 ３月 18 日（金）午後 1 時 30 分～ 4時

場所 磯津地区公民館

■人権相談

日時 ３月 17 日（木）午後 1 時 30 分～ 4時

場所 磯津地区公民館

■高齢者福祉なんでも相談

日時 毎週水曜日（祝日を除く）午前８時 30分～ 10時 30分

場所 保内庁舎１階人権啓発課横カウンター

■婦人相談・母子相談・家庭児童相談

日時 毎日（土・日・祝日を除く）午前８時30分～午後５時

場所 社会福祉課（八幡浜庁舎１階）

■消費生活相談（直通電話２２－５９７１）

日時 毎日（土・日・祝日を除く）午前８時 30分～午後５時

場所 商工観光課（八幡浜庁舎４階）

商工会議所　２２－３４１１

■社会保険（年金）相談　※要予約
日時 ３月８日（火）・29 日（火）

　　　　　午前 10 時～午後３時 30 分
（正午から午後１時までを除く）

場所　商工会議所　青年部研修室
※相談を希望される方は、事前に宇和島年金事務所　
（０８９５ - ２２ - ５５６９）にご予約ください。
※相談内容は、年金に関することに限らせていただ　
きます。

■法律相談　※要予約
日時 ３月 11 日（金）午後 1 時 30 分～ 4時
場所 商工会議所　一般研修室

■よろず支援相談（経営相談）　※要予約
日時 ３月８日（火）午前10 時 30 分～午後 5 時

（正午から午後１時までを除く）
場所　商工会議所　一般研修室

■特許相談　※要予約
日時 ３月 17 日（木）午後１時～４時
場所　商工会議所　一般研修室

社会福祉協議会　２３－２９４０

■心配ごと相談

日時 ３月３日（木）・17 日（木）

　　　　　午後 1時 30分～ 4 時

場所 社会福祉協議会

日時 ３月 10 日（木）午後 1 時 30 分～４時

場所 社会福祉協議会支所（保内）

■法律相談　※要予約

日時 ３月 10 日（木）午後 1 時 30 分～ 4時

場所 社会福祉協議会

■相続相談　※要予約

日時 ３月７日（月）午後1時 30分～ 4 時

場所 社会福祉協議会

■福祉サービス利用援助相談

日時 毎日（土・日・祝日を除く）午前 9時～午後 4時

場所 社会福祉協議会



募 集

広報やわたはま（平成 28 年２月号）の訂正について

広報２月号４ページ下段に掲載した「障害のある方の後期高齢

者医療制度の加入」について、加入条件に一部誤りがありました

ので、お詫びして下記のとおり訂正させていただきます。

【正】　療育手帳「Ａ」の方
【誤】　療育手帳「Ａ」の方、または「Ｂ」のうち身体障害者手帳４～

　　　　６級に該当する方

問い合わせ　市役所市民課　後期高齢者医療係
　　　　　　２２－３１１１　内線１１４１

ソロだけでなく、
グループでの参加も
大歓迎です♪

in

：

：：：

：：：



　

①麻しん風しん２期　～年長児～　　　
②二種混合２期（ジフテリア・破傷風）　

～小学６年生～

● 申し込み・問い合わせ　八幡浜市保健センター 成人保健係 ２４－６６２６

※参加無料・事前申込制お酒の問題に悩む方々のつどい
日　　時 ３月 25 日（金） 13：30 ～ 16：30

場　　所 八幡浜市保健福祉総合センター　

対 象 者 八幡浜市在住でお酒の問題に悩んでいる方やそのご家族

内　　容　体験発表、情報交換

認認知知症症ににななっっててもも安安心心ししてて暮暮ららせせるる八八幡幡浜浜をを目目指指ししままししょょうう！！
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けんこう らいふ

家族介護教室　※参加無料

座談会、学習会、情報交換、介護者のリフレッシュ
などを行います。初めての方は事前にお申し込みく
ださい。

日　時 ３月 15 日（火）13:30 ～ 15:30

場　所 八幡浜市保健福祉総合センター

対象者 認知症の方を介護されている家族や経験

者、介護関係者など

● 申し込み・問い合わせ　八幡浜市地域包括支援センター（八幡浜市保健センター内）　２４－３９１８

認知症何でも相談室　※相談無料・予約制　

認知症ケア専門士が、認知症の悩みを一緒に考えます。

何でもご相談ください。

日　時 ３月 22 日（火） 14：00 ～ 16：00

場　所 八幡浜市保健福祉総合センター

※相談方法は基本的に面談ですが、面談することが難しい場

　合は、電話にてその旨をお申し出ください。

対象者となる方には案内を送付しています

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種は３月３１日まで

対 象 者 八幡浜市に住民票のある方で下記①②のいずれかに該当する方

　　　　　（高齢者肺炎球菌感染症の予防接種を受けたことがある方は対象外）

　　　　　①下表に該当する方

対象年齢 生 年 月 日

６５歳 昭和 25.4.2 ～昭和 26.4.1

７０歳 昭和 20.4.2 ～昭和 21.4.1

７５歳 昭和 15.4.2 ～昭和 16.4.1

８０歳 昭和 10.4.2 ～昭和 11.4.1

対象年齢 生 年 月 日

８５歳 昭和 5.4.2 ～昭和 6.4.1

９０歳 大正 14.4.2 ～大正 15.4.1

９５歳 大正 9.4.2 ～大正 10.4.1

１００歳　 大正 4.4.2 ～大正 5.4.1

　　　　　②接種日当日、６０歳以上６５歳未満で、心臓、じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常

　　　　　　生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

自己負担額　４，０００円　（生活保護受給者は無料）

※接種記録カードを紛失された方は、再交付できますので下記までご連絡ください。

● 問い合わせ　八幡浜市保健センター　母子保健係 ２４－６６２６

子ども予防接種週間（3/1 ～ 3/7）

定期の予防接種は済ませましたか？

対象となる方には案内を送付していますので、

お子さんの体調に合わせて接種を受けましょう。

なお、予診票を紛失された方は、再交付できます

ので下記までご連絡ください。

● 問い合わせ　八幡浜市保健センター　母子保健係 ２４－６６２６

上記の予防接種は、４月以降は有料
となりますので、３月 31 日までに
接種を受けることをオススメします。



高齢者趣味の作品展示会

日　時 ３月 12 日（土） ９：00 ～ 16：00

　　　　　　　 13 日（日） ９：00 ～ 12：00

場　所 八幡浜市保健福祉総合センター　３階・４階

内　容 ・市老人クラブ会員による作品の展示

　　　　　　（書道、絵画、写真、俳句、陶芸、彫刻など）

　　　　　・即売コーナー（12日のみ）

　　　　　・喫茶、談話室コーナー　など

八幡浜市保健センター
高齢者相談係　２４－６６２６

問い合わせ
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■（３月）日曜祝日当番医

当 番 医

６日
急患センター

２４－１１９９

13日
おおむら小児科 （内子）※

０８９３－４４－７１１７

20日
守口小児科 （産業通）

２４－７７７０

21日
大洲ななほしクリニック（大洲）※

０８９３－２５－７７１０

27日
山下小児科 （西予）※

０８９４－６２－６８０１

下記以外の平日については、

急患センター ２４－１１９９

が当番にあたります。

当 番 医

10日

宇都宮病院
（白浜通）

２２－０１６３

＜受診上のお願い＞
①急患センターは、応急的な処置を

中心とした一次救急診療所です。
②急患センターおよび当番医の診
療時間終了後は、「かかりつけ医」
に相談してください。

③受診の際は、健康保険証をお持
ちください。

④日曜・祝日等の急患センターの当
　番医は、内科医のみです。外科系
　の患者さんについては、他の医療
　機関を紹介します。

小児科日曜・祝日当番医予定表
（診療時間：午前９時～午後６時）

※は午後５時まで

休日・夜間急患センター当番医日程表
（平日の診療時間 ：午後８時～午後11時）
（日曜・祝日等の診療時間：午前９時～午後６時）

当番医は変更になる場合があります。

なお、まちがい電話は相手の方
に大変迷惑をかけます。
番号はおまちがえのないように!!

当番医は、携帯電話（八幡浜市携帯用ホームページ）からもご覧に
なれます。使用には携帯通信料が別途必要になります。
【アドレス】http://www.city.yawatahama.ehime.jp/i/index.html

※バーコードリーダーが搭載されている携帯電話をお持ちの方は、
右のＱＲコードを読み取ってアクセスできます。

■（３月）日曜祝日当番医

当 番 医

６日
急患センター

２４－１１９９

13日
急患センター

２４－１１９９

20日
急患センター

２４－１１９９

21日
急患センター

２４－１１９９

27日
急患センター

２４－１１９９

■（３月）平日夜間当番医

市立八幡浜総合病院
糖尿病チーム ２２－３２１１
　　　　　　　内線２２１８

問い合わせ

カロリーゼロやカロリーオフ、ノンカロリーと表示された商品は、何が違うの
か知っていますか？
そんな食品表示の疑問に管理栄養士がお答えします！

Healthy Life

糖尿病教室　べつばらコース

日　時 ３月９日（水） 14：00 ～ 15：00

場　所 市立八幡浜総合病院　外来棟１階　大会議室 (旧薬局 )

テーマ その表示騙されてない？～ゼロとオフの真実～

※参加費・事前の予約は不要です。

多数の作品を展示しています。



年
金

ミ
ニ
だ
よ
り

　

平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集

自衛隊幹部候補生
予 備 自 衛 官 補

・老齢基礎年金（65 歳から受けられる年金）は、20 歳から 60 歳になるまで 40 年間、国民年金保険料を納め
　なければ、満額の年金を受け取ることができません。納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が 40 年
　間に満たない場合は、60 歳から 65 歳になるまでの間に国民年金に任意加入して保険料を納めることによ
　り、満額に近づけることができます。
・老齢基礎年金を受けるためには、保険料の納付済期間や免除期間等が原則として 25 年以上必要となりま
　す。この要件を満たしていない場合、昭和 40 年４月１日以前に生まれた方については、70 歳になるまで
　任意加入することができます。
・海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができます。

問い合わせ：宇和島年金事務所 ０８９５ー２２ー５４４０または市役所市民課年金係 ２２ー３１１１（内線１１１４～１１１６）
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善　意　

ご厚志ありがとうございます

【まごころ銀行預託者】（敬称略）

▽弁護士法人たいよう　吉村紀行

▽河端マサ子（向灘）

受付窓口／社会福祉協議会

　　　　（２３ー２９４０）

商工会議所ＰＯＩＮＴ　ＮＥＷＳ

詳しいことは商工会議所・経営指導員までお気軽にご相談ください。

問い合わせ：八幡浜商工会議所・中小企業相談所 ２２ー３４１１

国民年金の任意加入制度

中小企業や小規模事業者のための経営相談窓口である
「愛媛県よろず支援拠点」では、さまざまな分野の相談に幅
広いサポート体制で支援を行い、あらゆる経営課題の解決
へ全力でお手伝いします。

　よろず支援個別相談（相談無料・要予約）

　■日時　３月８日（火）　 10：30 ～ 17：00

　■場所　商工会館　３階　研修室

　愛媛県よろず支援拠点（公益財団法人えひめ産業振興財団内）

　　０８９－９６０－１１３１
　　　 yorozu@ehime-iinet.or.jp

よろず支援個別相談を開催！お気軽にご相談を！

■所得税等の申告期限　………　３月 15 日（火）
■消費税の申告期限　　………　３月 31 日（木）
　確定申告を済ませると、本当にホッとするものです。し
かし、間違いがないか、提出を忘れていないか、もう一度確
認してみましょう。
　①少なく申告していたとき⇒「修正」の申告
　　「修正申告書」を税務署に提出して訂正します。
　②多く申告していたとき　⇒「更正」の請求
　　「更正の請求」を税務署に提出します。

確定申告はお済みになりましたか？

◎問い合わせ
愛媛地方協力本部大洲地域事務所
０８９３ー２４ー４１２３

※応募資格、試験期日、待遇等については、「自

　衛官募集ホームページ」をご覧いただくか、下

　記までお問い合わせください。

臨床心理士による「こころの健康電話相談」

心配ごとや不安なことを抱えて一人で悩んでいませんか。
家庭や職場について、あるいは心と身体の不調についてなど、さま

ざまな相談に電話で応じます。
相談は匿名でもお受けできます。また、秘密は厳守いたします。
■日　時　３月６日（日）午前９時～午後５時
■電　話　０８９－９５８－１３４８／０８９－９５８－１３４９
※当日のみ通話可能です。

■主　催　日本臨床心理士会・愛媛県臨床心理士会（共催）
■問い合わせ　愛媛県臨床心理士会実行委員会

　　　　　　　　０７０ー５５１６－８６４２

募集

採 用 区 分 受 付 期 間

幹

部

候

補

生

自衛隊幹部候補生
（飛行・音楽要員含む）

３月１日（火）
～

５月６日（金）
自衛隊幹部候補生
（歯科・薬剤）

予

備

自

衛

官

補

一　般
１月８日（金）

～
４月８日（金）

技　能

任意加入を希望される方は、最寄りの年金事務所か市役所市民課年金係までご連絡ください。



有
料
広
告

Ｃａｌｅｎｄａｒ
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1 火 17 木
３歳児健診（保内）

人権相談（磯津公民館）、
特許相談（商工会議所）、心配ごと相談（社協）

2 水 すくすく教室（八幡浜）
高齢者福祉相談（保内） 18 金

おはなしボランティア養成講座
窓口業務延長（～ 18:30）［八幡浜庁舎］

行政相談（磯津公民館）

3 木 ぴょんぴょん教室（保内）
心配ごと相談（社協） 19 土 オチャップ

海浜の環境保全等の写真展示（～ 24 日）

4 金 窓口業務延長（～ 18:30）［八幡浜庁舎］ 20 日
春分の日
みなっと日曜市
　

5 土 中間支援講座
「栄光の八幡浜魚市場」写真展（～ 12 日） 21 月

振替休日
国際交流パーティー
　

6 日
富澤赤黄男顕彰俳句大会
保内ふれあい市
　

22 火 認知症何でも相談室

7 月
70 歳ミニ健診
窓口業務延長（～ 18:30）［保内庁舎］

相続相談（社協）
23 水 高齢者福祉相談（保内）

8 火
やわたはま八日市

社保年金相談（商工会議所）、
よろず支援相談（商工会議所）

24 木

9 水
糖尿病教室べつばらコース
１歳６カ月児健診（八幡浜）

高齢者福祉相談（保内）
25 金 お酒の問題に悩む方々のつどい

窓口業務延長（～ 18:30）［八幡浜庁舎］

10 木
よちよち教室（保内）

行政相談（八幡浜）、
心配ごと相談（社協保内）、法律相談（社協）

26 土 南予の魅力満開フェスタ
アンコール子ども映画会

11 金 窓口業務延長（～ 18:30）［八幡浜庁舎］
法律相談（商工会議所） 27 日

日土小学校校舎見学会
旧白石和太郎洋館一般公開　諏訪崎自然観察会
（℡ 24-4961）

12 土
男女共同参画社会づくり推進講演会
高齢者趣味の作品展示会（～ 13 日）
飛行機製作講習会

28 月
八幡浜ちゃんぽん記念日
市制施行記念日市政功労者表彰式
窓口業務延長（～ 18:30）［保内庁舎］

13 日
八幡浜市消防出初式
旧白石和太郎洋館一般公開
　

29 火 社保年金相談（商工会議所）

14 月 窓口業務延長（～ 18:30）［保内庁舎］ 30 水 高齢者福祉相談（保内）

15 火 都市計画の住民説明および意見陳述会
家族介護教室 31 木

16 水
ゆめいろぽけっとおはなし会
のびのび教室（八幡浜）

高齢者福祉相談（保内）
1 金 固定資産縦覧（～ 5/2）

窓口業務延長（～ 18:30）［八幡浜庁舎］

3 1～4 1

４
月

市民の動き
１月末現在

人口・35,884 人（- 47）
　男・16,793 人（- 10）
　女・19,091 人（- 37）

世帯・16,568 世帯（- 11） 出生・ 12人（+ 1）
男 ･ 6人（- 1）
女 ･ 6 人（+ 2）

死亡・ 55人（+ 1）
男 ･ 21 人（- 7）
女 ･ 34 人（+ 8）

（
前
月
比
）

当番医：急患（内科）、山下（小児科）

当番医：急患（内科）、守口（小児科）

当 番 医 ： 急 患（ 内 科 ・ 小 児 科 ）

当番医：急患（内科）、おおむら（小児科）

当番医：急患（内科）、ななほし（小児科）
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■
中
央上

じ
ょ
う

甲こ
う

真ま
さ

裕ひ
ろ

さ
ん
の
巻

長
男

城
じ
ょ
う

太た

郎ろ
う

く
ん（
二
歳
）

川之内

写 真 左　柏
かしわ

木
ぎ

美
み

　紅
く

　ちゃん　（５歳）

写 真 右　 　 結
ゆ

　衣
い

　ちゃん　（３歳）

父・宏
ひろ

文
ふみ

さん　母・真
ま

紀
き

さんからのメッセージ

いつまでも姉妹仲良くネ。

そして思いやりのある優しい子に育ってね！

有料広告

城
太
郎
と
妻
と
三
人
で
の
生
活

も
二
年
九
カ
月
を
迎
え
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
と
昔
か
ら

耳
に
し
ま
す
が
、本
当
に
早
い
と
感

じ
ま
す
。歩
き
始
め
た
と
思
え
ば
走

り
回
り
、あ
い
ま
い
だ
っ
た
言
葉
も

今
で
は
は
っ
き
り
伝
わ
り
ま
す
。そ

の
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
成
長
が
う
れ

し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
頃

は
不
安
も
大
き
か
っ
た
で
す
が
、妻

と
両
親
と
周
り
の
方
々
に
支
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、こ
こ
ま
で
育
て
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。本
当
に
感
謝

す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

私
自
身
、幼
い
頃
は
、や
ん
ち
ゃ

で
手
の
つ
け
よ
う
が
な
か
っ
た
と
聞

き
、自
分
に
似
た
子
が
生
ま
れ
た
ら

大
変
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、城
太
郎
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

お
と
な
し
く
て
、じ
っ
と
一
つ
の
こ

と
に
集
中
し
て
遊
び
ま
す
。親
と
し

て
は
助
か
る
性
格
で
、「
パ
パ
・
マ

マ
初
心
者
」の
私
た
ち
に
は
優
し
い

子
に
思
え
ま
す
。

「
子
育
て
」
と
言
い
ま
す
が
、私

か
ら
す
れ
ば
子
ど
も
に
親
と
し
て
育

て
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。子
ど
も
と
一
緒
に
い
る
か
ら
大

人
は
親
に
な
り
、親
と
し
て
成
長
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
分

自
身
、昔
よ
り
も
我
慢
強
く
な
り
ま

し
た
し
、多
く
の
こ
と
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
が
、子
ど
も
と
向
き
合

う
と
き
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

子
ど
も
目
線
で
受
け
入
れ
る
こ
と
で

す
。子

ど
も
は
、大
人
よ
り
も
自
由
で

想
像
力
が
豊
か
で
す
。
そ
し
て
、好

奇
心
も
強
い
で
す
。思
い
ど
お
り
に

い
か
な
い
と
、す
ぐ
全
力
で
表
現
し

ま
す
。そ
の
た
め
、固
定
観
念
を
捨

て
て
、子
ど
も
の
目
線
で
一
緒
に
新

し
い
感
覚
を
た
く
さ
ん
取
り
込
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
、子
育
て
は
ま

だ
ま
だ
序
盤
で
あ
る
た
め
、こ
の
先

ま
た
違
っ
た
悩
み
も
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、み
ん
な
で
協
力
し
て
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。


